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平成２４年　８月１８日(土)　　　司会：小笠原　香織　　　記録：宗像　真穂
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜新患情報＞

・瀬川　亜有子様（28歳）不安障害。

H24年4月末より､沖縄県にあるｺｰﾙｾﾝﾀｰの事務員として就職。同僚が､左手で持った物を落とすことが頻回で､同僚が物を落とす度に､同僚の行動が気になるようになっていた。また､同僚の行動に対して恐怖心を感じるようになり､動悸･身体の振戦等の身体不調が出現するようになっていた。上記症状が苦痛になり､職場を休職､H24年6月に退職。退職後､同月に六ヶ所村へ転居し､就職(取材業務等)。就職後も､特定の相手の行動(物を落とす､書類を置く等)に対して恐怖心を抱き､動悸･振戦等の身体不調が出現するようになっていた。上記症状が持続していたことから､H24年7月中旬､すなおｸﾘﾆｯｸを初診(診断名不明)。担当医より､睡眠導入剤が処方され､｢運動すれば治る｣等と伝えられていた。上記により､｢ちゃんと診断してほしい｣｢眠れるのに睡眠導入剤はいらないんじゃないか｣等と不信感を抱き､1度のみの受診であった。その後も上記症状が持続したことから､精神科への受診を希望し､当院を受診。心理検査を実施(CMI＝Ⅲ領域、Y-G＝B型)｡出勤前に服用することとしてソラナックス（0.4）3T 3*1が14日分処方となっている。

　

＜8/20(月)の予定＞

新患予定1名

・奥瀬  正八様
現在、「はらだクリニック」（血圧コントロールの為）、「佐々木泌尿器科」へ通院中。平成24年4月26日、入浴中に具合が悪くなり、八戸市民病院へ救急搬送されている。その後より夜間の徘徊が目立つようになり、現在通院している「佐々木泌尿器科」へ相談したところ、認知症の疑いがあることから「むらかみ脳神経クリニック」を紹介され受診。そこで、“アルツハイマー型認知症”との診断を受け、服薬による治療（抗認知症薬、眠剤）を開始。しかし、服薬による効果は殆ど認められず、夜間の徘徊は続いており、家族対応が困難となり、当センターへBPSD（夜間の徘徊）の軽減を目的として相談に至る。「むらかみ脳神経クリニック」でMRIを実施しているため、画像と紹介状を持参するように伝えている。
